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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第105期
第３四半期
連結累計期間

第106期
第３四半期
連結累計期間

第105期

会計期間
自 2018年４月１日

至 2018年12月31日

自 2019年４月１日

至 2019年12月31日

自 2018年４月１日

至 2019年３月31日

売上高 （百万円） 333,341 349,778 461,705

経常利益 （百万円） 1,820 7,827 6,449

親会社株主に帰属する四半期(当期)純利益 （百万円） 203 6,778 3,509

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △1,230 5,204 1,499

純資産額 （百万円） 72,521 78,778 75,211

総資産額 （百万円） 245,391 250,542 249,061

１株当たり四半期(当期)純利益金額 （円） 2.27 75.74 39.22

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 25.7 28.0 26.4
 

 

回次
第105期
第３四半期
連結会計期間

第106期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2018年10月１日

至 2018年12月31日

自 2019年10月１日

至 2019年12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額(△)

（円） △3.62 18.47
 

(注) １  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

 また、当第３四半期連結会計期間より、連結子会社であったフタバインダストリアルUK㈱は実質的に清算作業が完了

したため、連結の範囲から除外しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1)　経営成績の分析

当社グループにおいては新５ヵ年計画を策定し、「安全、品質、ものづくり」の基本を徹底し、構造改革と原価

マネジメントの強化により収益確保に努めております。

当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は3,497億円(前年同四半期比4.9％増)となりました。日本セグメン

トにおいて、自動車部品の売上増加による利益の増加および金型や設備の売上に係る利益の増加等により、営業利

益は74億円(前年同四半期比212.2％増)、経常利益は78億円(前年同四半期比329.9％増)、親会社株主に帰属する四

半期純利益は67億円(前年同四半期比3,238.3％増)となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

売上高は1,986億円(前年同四半期比3.2％増)となりました。セグメント利益は40億円(前年同四半期は１億円

のセグメント損失)となりました。

②北米

売上高は747億円(前年同四半期比3.1％減)となりました。セグメント利益は14億円(前年同四半期比3.1％増)

となりました。

③欧州

売上高は217億円(前年同四半期比3.2％増)となりました。セグメント利益は３億円(前年同四半期は９億円の

セグメント損失)となりました。

④アジア

売上高は683億円(前年同四半期比21.4％増)となりました。セグメント利益は19億円(前年同四半期比12.2％

減)となりました。

(2)　財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産については、有形固定資産の増加等により、前連結会計年度末に比べて14

億円増加し、2,505億円となりました。負債については、仕入債務、長期借入金の減少等により、前連結会計年度末

に比べて20億円減少し、1,717億円となりました。純資産については、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等

により、前連結会計年度末に比べて35億円増加し、787億円となりました。

 
(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更はありません。

 

(4)　研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は2,549百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2019年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 89,580,827 89,580,827

東京証券取引所
市場第一部
名古屋証券取引所
市場第一部

完全議決権株式であ
り、権利内容に何ら
限定のない当社にお
ける標準となる株式
であります。なお、
単元株式数は100株
であります。

計 89,580,827 89,580,827 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2019年10月１日～
2019年12月31日

― 89,580 ― 16,820 ― 13,470
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である2019年９月30日の株主名簿により記載しております。

 

① 【発行済株式】

2019年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－

権利内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式であり

ます。普通株式 61,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 89,440,800 894,408

権利内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式であり

ます。

単元未満株式 普通株式 79,027 － －

発行済株式総数  89,580,827 － －

総株主の議決権 － 894,408 －
 

 

② 【自己株式等】

2019年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）

フタバ産業株式会社
愛知県岡崎市橋目町字御茶屋１番地 61,000 ― 61,000 0.06

計 － 61,000 ― 61,000 0.06
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、ＰｗＣあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 8,062 8,867

  受取手形及び売掛金 67,731 61,300

  製品 4,029 4,124

  仕掛品 11,551 14,561

  原材料及び貯蔵品 5,041 5,857

  その他 7,558 6,289

  貸倒引当金 △61 △42

  流動資産合計 103,912 100,957

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 31,454 30,384

   機械装置及び運搬具（純額） 44,989 49,748

   工具、器具及び備品（純額） 13,676 10,493

   土地 14,382 14,367

   リース資産（純額） 105 1,819

   建設仮勘定 16,048 17,379

   有形固定資産合計 120,657 124,193

  無形固定資産 946 894

  投資その他の資産   

   投資有価証券 13,533 14,315

   長期貸付金 852 869

   退職給付に係る資産 6,737 6,696

   繰延税金資産 2,186 2,155

   その他 1,414 1,668

   貸倒引当金 △1,179 △1,207

   投資その他の資産合計 23,544 24,496

  固定資産合計 145,149 149,584

 資産合計 249,061 250,542
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 49,535 46,700

  電子記録債務 4,324 4,442

  短期借入金 13,903 16,851

  1年内返済予定の長期借入金 9,675 16,264

  未払法人税等 436 1,016

  未払消費税等 1,069 1,286

  役員賞与引当金 67 63

  未払費用 11,859 9,483

  その他 7,293 8,343

  流動負債合計 98,165 104,451

 固定負債   

  社債 12,000 12,000

  長期借入金 49,253 39,316

  繰延税金負債 4,666 4,687

  役員退職慰労引当金 82 －

  製品保証引当金 174 178

  退職給付に係る負債 9,219 9,479

  その他 288 1,650

  固定負債合計 75,684 67,312

 負債合計 173,850 171,764

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 16,820 16,820

  資本剰余金 13,416 13,377

  利益剰余金 27,886 33,770

  自己株式 △152 △89

  株主資本合計 57,970 63,877

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 5,168 5,764

  為替換算調整勘定 1,909 △104

  退職給付に係る調整累計額 708 679

  その他の包括利益累計額合計 7,786 6,340

 非支配株主持分 9,454 8,560

 純資産合計 75,211 78,778

負債純資産合計 249,061 250,542
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

売上高 333,341 349,778

売上原価 313,717 325,252

売上総利益 19,623 24,526

販売費及び一般管理費 ※1  17,248 ※1  17,112

営業利益 2,374 7,413

営業外収益   

 受取利息 90 85

 受取配当金 324 313

 作業くず売却益 223 165

 為替差益 － 83

 補助金収入 － 438

 雑収入 358 358

 営業外収益合計 997 1,444

営業外費用   

 支払利息 628 681

 持分法による投資損失 85 94

 固定資産廃棄損 282 137

 為替差損 208 －

 雑損失 345 118

 営業外費用合計 1,550 1,031

経常利益 1,820 7,827

特別利益   

 関係会社清算益 － 623

 投資有価証券売却益 － 2

 特別利益合計 － 626

特別損失   

 投資有価証券評価損 － 5

 特別損失合計 － 5

税金等調整前四半期純利益 1,820 8,448

法人税等 1,063 1,282

四半期純利益 756 7,165

非支配株主に帰属する四半期純利益 553 386

親会社株主に帰属する四半期純利益 203 6,778
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

四半期純利益 756 7,165

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △610 596

 為替換算調整勘定 △1,297 △2,413

 退職給付に係る調整額 40 △28

 持分法適用会社に対する持分相当額 △120 △115

 その他の包括利益合計 △1,987 △1,960

四半期包括利益 △1,230 5,204

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △1,344 5,333

 非支配株主に係る四半期包括利益 114 △128
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 
当第３四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日　至　2019年12月31日)

　当第３四半期連結会計期間より、連結子会社であったフタバインダストリアルUK㈱は実質的に清算作業が完了

したため、連結の範囲から除外しております。
 

 

(会計方針の変更等)

 
当第３四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日　至　2019年12月31日)

 (IFRS第16号「リース」の適用)

　国際財務報告基準を適用している子会社は、第１四半期連結会計期間より、国際財務報告基準第16号「リー

ス」(以下「IFRS第16号」という。)を適用しております。これにより、リースの借手は、原則としてすべての

リースを貸借対照表に資産及び負債として計上することとしました。IFRS第16号の適用にあたっては、経過措置

として認められている当該会計基準の適用による累積的影響を適用開始日に認識する方法を採用しております。

 この結果、当第３四半期連結会計期間末の「有形固定資産」が1,698百万円増加し、流動負債の「その他」が

470百万円及び固定負債の「その他」が1,265百万円増加しております。当第３四半期連結累計期間の損益に与え

る影響は軽微であります。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)
 

当第３四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日　至　2019年12月31日)

(税金費用の計算)

当社及び一部の連結子会社における税金費用については、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

運賃及び荷造費 5,035百万円 5,203百万円

給料手当及び賞与 5,762百万円 5,852百万円

退職給付費用 105百万円 94百万円

役員賞与引当金繰入額 36百万円 57百万円

役員退職慰労引当金繰入額 17百万円 2百万円

法定福利及び厚生費 918百万円 931百万円

租税公課 681百万円 646百万円

減価償却費 578百万円 717百万円

製品保証引当金繰入額 4百万円 4百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
 至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
 至 2019年12月31日)

減価償却費 17,728百万円 17,706百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年12月31日）

１  配当金支払額

 

決議
株式の
種類

配当金の
総額
(百万円)

１株当り
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月22日
取締役会

普通株式 894 10.00 2018年３月31日 2018年６月５日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

 

当第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日）

１  配当金支払額

 

決議
株式の
種類

配当金の
総額
(百万円)

１株当り
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月20日
取締役会

普通株式 894 10.00 2019年３月31日 2019年６月３日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年12月31日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

合計
(注)２

日本 北米 欧州 アジア 計

売上高        

  外部顧客への売上高 179,052 77,099 21,018 56,170 333,341 － 333,341

 セグメント間の内部売上高
又は振替高

13,526 90 73 88 13,777 △13,777 －

計 192,579 77,189 21,091 56,258 347,118 △13,777 333,341

セグメント利益又は損失（△） △149 1,366 △998 2,239 2,457 △83 2,374
 

(注) １　セグメント利益の調整額△83百万円は、セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

当第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

合計
(注)２

日本 北米 欧州 アジア 計

売上高        

  外部顧客への売上高 185,620 74,260 21,756 68,141 349,778 － 349,778

 セグメント間の内部売上高
又は振替高

13,072 531 17 162 13,783 △13,783 －

計 198,692 74,791 21,773 68,304 363,561 △13,783 349,778

セグメント利益 4,062 1,408 381 1,965 7,819 △405 7,413
 

(注) １　セグメント利益の調整額△405百万円は、セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
 至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
 至 2019年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 2円27銭 75円74銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 203 6,778

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

203 6,778

普通株式の期中平均株式数(千株) 89,478 89,503
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年２月10日

フタバ産業株式会社

取締役会  御中

 

ＰｗＣあらた有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 山　　中　　鋭　　一 印

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小　　林　　正　　英 印

 

     
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフタバ産業株式

会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(2019年10月１日から2019年12

月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フタバ産業株式会社及び連結子会社の2019年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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